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私たちは
オープンマネジメントを
推進してまいります

企業のオープンマネジメント
（公開経営）とは−
お客様、地域社会、取引先、社員な
ど関係するすべての人々への開かれ
た経営（オープン・フェア・誠実）
こそ、企業の条件であると考えます。
企業は社会的公器であり、地域社会
に生かされていることを認識し、そ
の社会性を追求すべきと考えます。
流通・サービス企業においては、購
買代理人であるとの認識に立ち、お
客様（生活者・利用者）側の論理・
視点・発想で実践することにより、
社会的使命を果たすものと考えます。
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日本の日経平均株価が1万円を切る状況が続いています。外的要因として、ギリ
シャなどヨーロッパ各国の金融危機、国内ではデフレがなかなか止まらず、一部の
企業を除き大半の企業が売上高、経常利益とも対前年比で減少していることが影
響しているものと思われます。

一方、政治情勢は先の参議院議員選挙で民主党が大敗し、自民党が大きく議席数
を伸ばしました。今後、与党が提出する法案は、野党の協力なしでは通過しなくな
りました。結果として、与党と野党との討議が不可欠となりますが、財政再建を欧
米各国から強く迫られる中、年金や介護、地域医療の問題、あるいは保育所の問題
など、国民の生活レベルで一刻も早く改善が望まれる政策が、果たして達成できる
かどうか心配されるところです。

＊
ところで、日本を代表する大手チェーンの経営者が発言されていましたように、

購買意欲は消費者心理の動向によって大きく変化します。このため将来の生活設
計を具体的に考えられる社会になることが、景気対策として今、最も求められてい
ることではないかと思われます。

小売業各社では、この状況を切り抜けるためにコストの削減を行いつつ、商品力
の強化、店舗オペレーションの強化などがますます重要となっていますが、一方で
店舗を運営するのは人間であるため、人材育成こそが企業の底力を表しています。
情報を始めとする各種のシステムが発達してきたとはいえ、その情報を理解し活
用し、そして店舗を運営するのは人間だからです。

クライアント企業の方々のお話を伺うと、教育の最大の課題は「原点回帰」とい
う表現をされる方が多くなりました。その背景にはいろいろな要因があるのでし
ょうが、やはり混沌としている現在だからこそ「商いの原点」に立ち戻り、この状況
から脱却していきたいという強い意志の表れかと思われます。

今までにない厳しい経済情勢ですが、数年後の貴重な人材の戦力化のために、今
後とも日々の教育研修に精進されることを期待致しております。

教育の最大の課題は｢原点回帰」
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